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総合調整会議の概略（２０１０．８．４）

○日 時：平成２２年８月４日（水）９：００～９：４０ 
○場 所：栗東市役所４階傍聴者控室

○出席者：市長、副市長、教育長、部長等

１．市長の指示事項

[市長］

・連日暑い日が続くが体調管理には注意し、また市民が熱中症にならないように十分気をつけて事業に

取り組んでもらいたい。今年は自治連合会も開催されず、ここ数年要望関係の自粛をお願いしていると

ころだが、要望がなくても、本市の各種事業を円滑に進める上で地域の代表者、諸団体とは連携を密に

しておくように。

２．審議事項

○財政健全化対策の進め方について

→経営改革推進室長から説明

財政事情、中長期財政見通し、行財政改革の考え方等について、8月 16日、17日に職員説明会を実施

し、9月、10月号広報に掲載予定。行財政改革推進本部および専門部会にて、担当課との協議を踏まえ

ながら行財政改革のたたき台を策定し、総合調整会議等の政策協議の後、議会を経て、22年度から24

年度にかけて順次改革に着手していく。中でも市民サービスに関わるものや制度改正が伴うものは、市

民説明等に時間を要するので、平成24年度からの実施となる。

[市長]

・中長期財政見通しとは連動しているのか。

[総務部長]

・中長期財政見通しの中でも不足額が生じているので、その不足額に対する今回の対策ということであ

る。しかし、今年度の歳入については、4月以降の収入状況から推測すると、既にたばこ税、個人市民

税で当初予算を下回ることが予想されている。また、臨財債の追加発行にも限りがあることから、不足

額への対応が必要となっている。

[健康福祉部長]

・職員説明会の対象が係長以上という点について、市民からの問い合わせが一般職員に及ぶことが予想

されるので、全職員を対象にしたほうがよいのでは。

[経営改革推進室長]

・日程および会場の関係で対象者を係長以上としている。まずは係長以上に周知徹底を図ることに主眼

におき、一般職員については管理職から職場内研修等で周知を図ってもらうように考えているが、この

点については検討させてもらう。
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区分：決 定

３．その他

[副市長]

・事故・事件等が起こらないよう、気を緩めずに職務にあたってほしい。

[教育長]

・葉山中学校に侵入しガラスが割られる事件が夏休みに入り 2回ほど続いている。現在、教員の泊まり

込みによる警備を行うなどの対応を図っており、新たな事件の報告を受けていない状況である。

以上


